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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステム 

 （緊急時迅速放射能影響予測システム） 

１．ＳＰＥＥＤＩネットワークシステムとは 
２．役 割 
３．運 用 
４．計算の流れ 
５．計算に必要なデータ 
６．出力図形 

平成24年5月9日 

公益財団法人 原子力安全技術センター 
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステムとは 
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステムとは 

我が国の原子力施設から大量の放射性物質が
放出されたり、或はそのおそれがあるという
緊急事態に、周辺環境における放射性物質の
大気中濃度、線量率および被ばく線量などを
迅速に予測するシステム 

特長１：放射能影響予測結果を迅速に算出することができる  

特長２：予測結果は、全国規模の専用ネットワークを介して 
各防災拠点にオンラインで提供することができる 

特長３：原子力施設周辺の気象観測データを予測計算に活用
している 
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原子力施設 

外部 

被ばく 

内部 

被ばく 

モニタリング 

地点 

大気中濃度 

空気吸収線量率 

放射性物質 

希ガス、ヨウ素、 

セシウム等 

SPEEDIの計算内容 



SPEEDIの 
計算結果例 

・地図上に等値線で表示 
・各種情報を合わせて記載 
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19道府県 
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステムの 

役  割 
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全国の原子力施設周辺の  
放射線異常の検知・通報 

ＳＰＥＥＤＩの平常時の役割 

SPEEDIでは、全国の関連自治体が測定・監視 
している原子力施設周辺の環境放射線データ
を、常時オンラインで、10分毎に収集している。  

これらの環境放射線データが高い値を示した
場合(1μ Gy/h を超えた場合)､自動的に関係者
（文部科学省、経済産業省、原子力安全技術
センター）の携帯電話に通報する。  
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緊急時に国や地方公共団体が防護対策
の検討を進める際に､環境への影響予測
情報を提供する。 

ＳＰＥＥＤＩの緊急時の役割  

   １．防災対策のための予測情報の提供 
     ・汚染範囲／汚染の程度 

     ・外部被ばく／内部被ばく線量分布 

 ２．環境モニタリングのための予測情報の提供 
    ・サーベイ／モニタリング重点実施地域の情報 
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防災対策のための予測情報の提供 
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モニタリング車 

サーベイメータ 

派遣 

環境モニタリングのための予測情報の提供 
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステムの 

運  用 
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SPEEDIネットワークシステムの運用体制 

MICOS:Meteorological Information  

                Complihensive Online Service 

(SPEEDI本体) 

(実況および 

予報データ) 

等 

(日本原子力研究開発機構) 

(EOC:非常災害対策センター) 

(ERC:緊急時対応センター) 

(OFC:緊急事態応急対策拠点施設) 

ERSS:Emergency Response Support System 

計算指示 
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステム 

計算の流れ 
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SPEEDIの計算内容 

原子力施設 

外部 

被ばく 

内部 

被ばく 

モニタリング 

地点 

大気中濃度 

空気吸収線量率 

風速場 

放射性物質の移流・拡散 

被ばく線量等 
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狭域の風速場設定 

広域の風速場設定 

移流・拡散 線量計算 
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ＧＰＶ 

ＰＨＹＳＩＣ 

ＷＩＮＤ21 
(狭域の場合) 

風速場の詳細化 

ＧＰＶ(GSM): 
天気予報の数値版で地表面、
地上の各計算点での予報デー
タがデジタル値で84時間先ま
で提供される。 

東アジア地域をカバーしている
が計算メッシュの1辺が20kmと
粗いため詳細化が必要。 

イメージを示すため 

PHYSIC,WIND21は 

メッシュ数1/2で表示 

出典:日本原子力学会誌 

Vol.41, No.7 (1999) 60p 

永井、茅野、山澤 



濃度・線量計算 

風速場計算 

局地気象予測 

気象庁数値予報 

GPV日本域 

メッシュ間隔20km 

領  域：100 ×100(km) 
分 割：50×50 
セル幅：2km 

領 域：25×25(km) 
分 割：50×50 
セル幅：500m 

領 域：  25×25(km)(狭域) 
      100×100(km)(広域) 
分 割：100×100 
セル幅：250m(狭域) 
         1km(広域) 

SPEEDIの計算領域およびメッシュ(1/2) 

PHYSIC 

WIND21 

PRWDA21 

水平方向 
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狭域時 

広域時 

狭域時 
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計算メッシュ数 

  広域  狭域 

・水平： ５０  ５０/１００ 

・垂直： ３０   ２０ 

地形準拠座標系 
(z*座標系) 

SPEEDIの計算領域およびメッシュ(2/2) 
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図3.1-4  地形準拠座標系（Z*座標系）

広域 100km

狭域 25km

km

広  域

30分割

狭  域

20分割

PHYSIC 50分割

WIND21 50分割

PRWDA21 100分割

広 域

4000m

狭  域

約2000m

地表面～第1層：10 m
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステム 

計算に必要なデータ 
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SPEEDI計算で使用するデータ 

① 地図データ 
      ・SPEEDIに内蔵 
 

② 気象予報データ(GPV,AMeDAS) 
      ・日本気象協会から平常時より収集 
 

③ 原子炉施設周辺気象観測データ 
      ・各地方自治体から平常時より収集 
 

④ 原子炉施設データ 
      ・SPEEDIに内蔵(排気筒高さ、出力等)  
     

⑤ 放出源情報  
      ・原子力発電基盤機構等より緊急時に入手 
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 放出源情報 

項 目 標準的な入力 

1.サイト名 

2.施設名 

3.事故の種類 

4.放出高 

 

5.炉停止時の炉心平均燃焼度 

6.炉停止時刻又は事故発生時刻 

7.放出開始時刻 

8.放出核種・放出率経時変化 

 

 

 

サイト名称 

第○号炉 

原子炉/火災・爆発/臨界事故 

スタック高さ(通常)(内蔵値) 

その他(例えば格納容器破損箇所高さ) 

20,000MWD/MTU(不明の場合) 

○月○日○時○分 

○月○日○時○分 

核種○が○時に○Bq/h で放出    

  

               希ガス○Bq/h 

                    ヨウ素○Bq/h 

一般的な 

原子炉事故 

事業者通報あるいはJNESのERSSに基づく 

--- 
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ＳＰＥＥＤＩネットワークシステムの 

出 力 図 形 
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  図形種類 表示方法 単位 内  容 

予
 
測
 
結
 
果 

①風速場 水平断面風速場 

ベクトル表示 
m/s 

各時刻における風向・風速の水平成分をベクトル表示。 

放射性プルームの流れる方向の予測に利用する。 

②大気中濃度 

(ヨウ素),(希ガス), 
(セシウム),(FP核種など） 水平分布等値線 

および 

最大濃度地点 

Bq/m3 

各時刻における平均空気中濃度（ヨウ素、希ガス、セシウム、ＦＰ核
種など）を表示(地上1m)。 

(注)ＦＰ：核分裂生成物 

③地表蓄積量 

(ヨウ素),(セシウム) 
(FP核種など) 

Bq/m2 地表に蓄積するヨウ素,セシウムおよびＦＰ核種などの積算量を表示。 

④空気吸収線量率 

水平分布等値線 

および 

最大線量地点 

μGy/h 
各時刻における平均空気吸収線量率(地上1m)を表示。 

緊急時環境放射線モニタリング結果との比較に利用する。 

⑤外部被ばくによる実効線量 

mSv 

希ガス、ヨウ素、ＦＰ核種などから受ける外部被ばく実効線量を表示。
住民の予測実効線量の推定に利用する。 

⑥ヨウ素の吸入による甲状腺 

 等価線量 

ヨウ素の吸入による甲状腺の等価線量を表示。 

住民の甲状腺予測等価線量の推定に利用する。 

⑦その他ＦＰ核種などの吸入による臓器 

 の等価線量 

ＦＰ核種などの吸入による肺、骨表面など被ばくが最大となる臓器の 

等価線量を表示。 

⑧その他ＦＰ核種などの吸入による実効 

 線量 
ＦＰ核種などの吸入による実効線量を表示。 

観
 
測
 
結
 
果 

⑨気象観測値 

 （風向・風速） 

地上観測点にお
ける矢印表示 m/s 気象観測データの風向・風速値を矢印により表示。 

 （降水量） 

地上観測点にお
ける記号表示 

mm/h 降水量を●印の大きさで２段階表示。 

⑩放射線観測値 

 （低線量率系） 

 （高線量率系） 

μGy/h 
環境放射線観測値を●印の大きさで３段階表示。 

 （中性子線量率） μSv/h 

SPEEDIの出力図形一覧 
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図形範囲 
23km 

風速場、濃度、線量計算における表示範囲(1/2) 

狭域  
計算範囲は25km四方 
１００×１００ のメッシュで計算(風速場は50×50) 
図形表示範囲は23 km四方（計算範囲から各周囲1kmを除いている） 

計算範囲 
25km 

図形範囲 23km 

計算範囲 25km 

1km 

1km 



26 

図形範囲 
92km 

風速場、濃度、線量計算における表示範囲(2/2) 

広域  
計算範囲は100km四方 
１００×１００ のメッシュで計算(風速場は50×50) 
図形表示範囲は92 km四方（計算範囲から各周囲4kmを除いている） 

計算範囲 
100km 

図形範囲 92km 

計算範囲 100km 

4km 

4km 

戻る 



地上120m 

出力図形（その１）■ 風速場 

・各格子点における風向・風速をベクトル表示 
・気象数値予報データ（GPV)及び実気象データを基に 

   ＳＰＥＥＤＩで計算した風向・風速の空間分布 

福島第一広域 

実気象 
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赤大円:          半径30km 

黒16方位円: 半径10km 

出力図形（その２） ■ 大気中濃度 

 指定した核種（ヨウ素、FP核種等）の地上1mでの濃度分布 

① 大気中の放射性物質のモニタリング(測定・監視)地点の決定に利用 

②モニタリング(測定・監視)実測値と比較し予測放出量の補正に利用 

③ 通常、１時間の平均濃度を表示  ④ 単位： Ｂｑ／ｍ３ 

福島第一広域 
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出力図形（その３） ■ 空気吸収線量率 

 放射性プルーム及び地表の放射性物質からの空気吸収線量率を等値線表示 

① γ 線線量率のモニタリング(測定・監視)地点の決定に利用 

② モニタリング(測定・監視)実測値と比較し予測放出量の補正に利用 

③ 通常、1時間の平均線量率を表示   ④ 単位 ：μ Ｇｙ／ｈ 

福島第一広域 
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出力図形（その４） ■ 地表蓄積量 

 放射性プルームから地表に沈着した放射性物質濃度を等値線表示 

① 環境試料の採取地点の決定に利用 

② 飲食物摂取制限の判断に利用 

③ 予測時間幅分の積算値を表示   ④ 単位： Ｂｑ／ｍ２ 

柏崎刈羽 狭域 

*ただし沈着物質の移行は考慮せず 
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出力図形（その５） ■ 外部被ばくによる実効線量 

放射性プルーム及び地表に沈着した放射性物質により被ばくする 
外部被ばくによる実効線量を等値線表示 

① 住民の外部被ばくによる実効線量の推定に利用 

② 予測時間幅分の積算値を表示 ③ 単位 ｍＳｖ  

原子力安全委員会現行指針 

  避難:    50mSv 以上 

  屋内退避: 10mSv 以上 

柏崎刈羽 狭域 
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出力図形（その６） ■ 吸入による甲状腺被ばく等価
線量 

放射性プルーム中のヨウ素吸入による甲状腺の等価線量を等値線表示 
① 安定ヨウ素剤投与の判断に利用( > 100mSv ) 

② 住民の内部被ばく線量の推定に利用  ③ 年齢区分は１歳児を出力  

④ 予測時間幅分の積算値を表示  ⑤ 単位 ：ｍＳｖ 
32 
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地理情報表示機能 
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地理情報表示（例） 
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社会環境情報表示機能 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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社会環境情報表示（例） 
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モニタリング計画検討 

▲: 平常時モニタリング地点 
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避難・屋内退避地区表示・人口集計 

 表示変更：鍵穴図形→地区表示 

   ・地区の修正も可能 

 人口集計 
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避難施設収容人数等の集計 


